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くろしお. (35) 18-19 2016 
ツノダシの和歌山県白浜町瀬戸漁港での
過去14年間（2000-2014）の出現
Shin Kubota : Appearance of Zanclus cornutus for the past 14 years (2000・2014) at Seto fishing 
harbor, Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 
筆者は2000年 から2014年 ま での過去 14年間、
和歌山県白浜町に所在する瀬戸漁港において、
毎日のように生物観察 を実施してきた 。 その 生
物群中、 代表的なサンゴ礁魚類 である ツノダシ
Zanclus cornutus (Linnaeus 1758) （図 1 ） の 出
現につい て、 各年度 での最も遅い出現日とその
時に見られた個体数 を以下にまとめた。
20 14年 10月 1日l個体
20 13年 出現 した 記録なし
20 12年 l月 l日l個体
20 10年 12月30日2個体
2009年 9月29日l個体
2008年 出現 した 記録なし








ツノダシはツノダシ科Zanclidaeに属する l 属 l
種の 南方系種で、 インド一太平洋の熱帯 ・ 亜熱
帯海域に生息するが、 和歌山県南部 では春から
初冬にかけて水深2- 17mで、体長15cm以下 の小型
個体が刺網にかかる（池田 － 中 坊， 2015）。 白浜
町瀬戸漁港 でも漁網にかかっている のが見られ
るが、 上 記以外の全ての 生体 の観察日を含めて
も、 毎回、 ツノダシの 出現個体数 は多 く ても3個
体に留まり、 多数が見られることは決してなか




来遊すると推察され、 上 記の過去 14年間の記録
から分かるように、 決ま って水温の 低下する年
末ま でしか出現が見られない。 ところで201 1年
に田辺湾 で 水温低下による異例の魚類 の大量凍
死が起きたが、 この時の 死亡魚種のリストには
ツノダシも含ま れている（久保田ほか， 20 1 1）。
以上 の ことから、 ツノダシは、 毎年、 冬季には
凍死 し、 無効分散を繰り返し ていると推察され






池田博美 ・ 中坊徹次 2015：南日本太平洋沿岸





減とミドリイガイの増加． 南紀生物， 49 (1)' 
81-82. 
－ 田名瀬英朋 ・ 武藤望生 ・ 東海林





Unseasonable五rst droning of a cicada Meimuna opalifera 
in Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 
新稲一仁＊・久保田
京都府京都市で、 2015年8月88、
日の午前中、 ツクックボ、ウシMeimuna opalifera 
が何震も鳴いているのに遭遇した。 その日














くろしお， (34)' 53. 
しぐれ．
の11自体が、 りになった
＊（干649但2334 萌牟婁郡白浜町才野1622-2222)
料（〒649-2211 西牟婁郡白浜田J459)
フィールド科学教育研究センター2015年7月25自の16: 30頃に、 クマゼミといっし
ょに鳴いていた。 この稀な現象は、 自
ハ吋U11ム
